
学校番号 311 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「スタンダード生物」 （東京書籍） 

副教材等 ニューサポート スタンダード生物 （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物学のうち「生物の環境応答」「生体と環境」「生物の進化と系統」について学びます。生物

の授業で扱う内容は私たち人間にも深く関わっています。自分たちのからだの中では何が起こっ

ているのか。最新の技術で自分たちの生活はどう変わっていくのか。ただ教科書の内容を覚える

だけではなく、生物や生命現象、最新の生命科学の技術に対して関心をもち、自分なりに考える

ことが必要となります。 

 

２ 学習の到達目標 

・生物や生命現象に関する基本的な概念や法則、最新の知見についての理解を深め、自然界の事

物・現象を分析的・総合的に考察する能力、科学的な思考力や判断力・表現力を身につける。 

・生物的な事物・事象についての観察、実験や課題研究などを行い、自然に対する関心や探究心

を高める。 

・科学的な自然観を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生物や生物現象を通

して自然に対する関

心や探究心をもち、

基本的な概念や原

理・法則を理解する

意欲とともに、科学

的な自然観や生物学

的に探究する能力と

態度を身につけよう

とする。 

生物学的な方法で生

物や生物現象に関す

る問題を取り扱い、

自然を科学的にとら

えられる。生物現象

について探究する場

合に、それらを個々

のレベルで分析する

と同時に、全体を総

合的にとらえ、表現

することができる。 

生物学的な方法で生

物や生物現象に関す

る問題を取り扱い、

観察・実験の技能を

習得している。科学

的に探究する方法を

身につけ、それらの

過程や結果及びそこ

から導き出した考え

を的確に表現するこ

とができる。 

生物や生物現象に

ついて、それらの基

本的な概念や原理・

法則を理解し、科学

的な自然観を身に

つけている。自然界

のさまざまな事象

を科学的に考察す

る能力と、豊かな科

学的素養を身につ

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

探究活動の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

生
物
の
環
境
応
答 

動物の刺激の受容と反応 ○ ○ ○  

a:ヒトが受容する刺激につい

て興味をもち、受容器と適刺激

の関係について学習する。 

b:動物の刺激の受容から反応

までの情報の伝導、伝達につい

て理解する。環境の変化に対す

る植物の反応について理解す

る。 

c: 「生物の環境応答」に関す

る実験を行い、基本操作を習得

し実験結果を的確に記録、整理

している。 

d:植物も環境の変化を刺激と

して捉えていることを理解す

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

動物の行動 ○ ○   

植物の環境応答  ○ ○ ○ 

生
態
と
環
境 

生物の多様性と生態学 ○   ○ 

a:群れをつくる生物に興味を

もち、集団内の相互作用などに

ついて積極的に学ぶ姿勢をも

つ。 

b:異種個体郡間の関係につい

て種間競争、共生などについて

理解して説明できる。生物多様

性に影響を与える要因につい

て理解し、生物多様性の保全の

重要性を自ら考えることがで

きる。 

c:絶滅の恐れのある生物の食

性や繁殖法、減少の要因につい

て、的確な情報を集めることが

できる。 

d: 個体群とその成長、密度効

果、生存曲線を具体的な生物名

とともに理解する。生態系にお

ける物質生産とエネルギー効

率、生物多様性について理解を

している。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

２
学
期 

生
態
と
環
境 

個体群と生物群集 ○ ○  ○ 

生態系の物質生産とエネルギ

ーの流れ 
  ○ ○ 

生態系と生物多様性 ○ ○ ○  



生
物
の
進
化
と
系
統 

生命の起源と生物の変遷 ○   ○ 

a:生命の起源や進化がどのよ

うに起こったかに関心を持っ

て学習する。多様な生物がどの

ように分類されるか、またさま

ざまな生物に対して興味をも

つ。 

b:現在の進化論を構成する各

要素について学習し、進化や種

の分化にどう関わっているか

を考察する。 

c:相同器官などの観察を行い

観察結果を的確に記録、整理し

ている 

d:単純な生物から生体物質が

つくられ、生命体へ発展してい

く過程を把握する。多様な生物

も共通の祖先から進化してき

たことを理解する。 

 

３
学
期 

生
物
の
進
化
と
系
統 

進化のしくみ  ○ ○  

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

生物の系統 ○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察･実験の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


